
早期コシヒカリの移植期の早期限界

[要約］平年的な気象条件下での早期三_ｚ_竺_塑一Lの雌遡の早期限界は、作柄の安

定性を考慮した場合、平均気温が13℃となる時期で、 県南部の平坦地では４月２半旬、
県北部の平坦地では４月２～3半旬である。 なお、この場合の成熟期は県南部では８月２～
3半旬､県北部では８月３～4半旬である。
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［背景・ねらい］

早期栽培では、出荷時期を早めることにより早場米として有利に販売することができる。
移植期や苗の種類を変えることにより収穫期の早進化を図ることができるが､早進化の限
界や収量、品質に対する影響を地域別に検討する必要がある。そこで、作柄安定のために
早進化の程度が収量、品質に及ぼす影響について明らかにし、福岡県内の移植期の早期限
界メッシュ図を作成する。

［成果の内容・特徴］

①県北部（農産、豊前）において移植期を４月５半旬から４月2半旬に早めると、出穂期は４日
程度早くなり、収穫期は4～5日早進化される。検査等級は同程度だが収量は単位面積当た
り頴花数や千粒重が減少するため４％程度少なくなる（表１）。

②県南部（筑後）において移植期を４月2半旬から３月6半旬に早めると２日程度早進化され
る。検査等級は同程度だが収量は頴花数‘減少のため４％程度少なくなる（表１）。
③４月2半旬移植の場合、育苗日数を１４日程度延長することより０．５～1.2葉苗齢の進んだ苗
が得られる。この苗を移植すると収量、検査等級への影響もなく２日程度早進化される（
データ略）。

④平年的な気象条件下での移植期別及び地域別の成熟期を明らかにした（図１、図２）。
⑤以上から作柄の安定性を考慮した場合、移植期の早期限界は県南部の平坦地では４月2半
旬、県北部の平坦地では４月2～3半旬で、これは平均気温が13℃に達する時期である。

［成果の活用面・留意点］

①水稲栽培技術指針に登載し、早期コシヒカリの早進化を図る場合の地域別移植期の策定
に活用する。

②コシヒカリは気温の高低による生育ステージの変動が大きく、成熟期は年次により最高
±5日程度の変動がみられるので、年次間の生育差に留意する。
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表１移植時期と生育､収量､検査等級

千粒玄米収量検査

重重比等級蕊蕊鰯菌齢零欝緯長雛穂数熟

蝋

月日。ＣＬ月日月日ｃ、本/㎡×１００９ｋｇ/ａ

農産４．７１３．０２．２７．１５８．１６７８０.８４４６３１０２０．７４６．２９６２中

，２４１５．０２．１．１９．２１７９０．８４３３３１４２１．６４８．０１００２下"

〃′５．８１８．０２．０．２３．２６８２２．１４２８３０３２２.２４７．７９９２中
一一一一一一一一一一一一一一一一●●一一-－一一一一一ー一一一一ーーーーーーーーーー＝ーーー一一--一一－－一一一一一一‐~一一－－一‐ー＝＝ーーーーーーーーー一一一

豊前４．５１３．０２．２７．１４８．１７８６０.３３９９３０６２０．７５１．９９６２下
”、２２１３．９２．５．１８．２１８５１．７４３５３３２２０.８５４．１１００２中
一一一一一一一一一一一＝ー＝＝ーーー‐ｰー-－一一~ーー‐‐ｰ一一ｰｰｰー一ー一一－－一一＝ー一一一一－－一一－－＝＝－－－－一一一一一一一一一一ーｰ一一一一ーーー

筑後３．３０１２．９２．８７．５８．５７６０．３３６６２５２２１.０４４．０９６１下

〃４．１０１４．４３．４、７、７７８０．３４２０２８８２０．９４５．６１００２上

注）①平2,3,4年の平均値。②移植期の気温は移植期から１０日間の日平均気温の平均値。

③倒伏程度は無～甚を0～5で示した．④農産は筑紫野市､豊前は行橋市､筑後は大木町
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図１移植期別の成熟期図２地域別移植期の早期限界(平均気温13℃到達日）

注）図１、図２はﾉﾝﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸ法により出穂､成熟期を推定した（平年値､稚苗の場合）。
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